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(1)  学校もまた学習する組織              >>04-1-学校は学習する組織 

学校は一人ひとりの教師がばらばらで行っているものではなく、組織として行っていま

す。その組織が円滑に運営されるためには構造をもっていることが必要です。組織運営の

ために描かれる組織図と、そこで働いている人の意識はかならずしも同じものではありま

せん。学校が外部の変化にも柔軟に対応できるためには、学習する組織として捉えること

が大切です。ピラミッド型、逆ピラミッド型、フラット型、ネットワーク型などの組織を

理解して、どのような組織が適切かを考えてみよう。 

 

(2)  学校教育の課題を考える・調べる  

>>03-5-学校の課題(個人) 04-2-学校の課題(チーム) 文部科学省 HP 資料 

1 週間かけて考えた｢教育を見る視点を評価する｣で得たことを活かしながら、自分が経験

してきた学校教育と、これからの教育にとってどのような課題があるかを考えてみよう。

そのような視点からホームページで母校やさまざまな学校を訪問したり、教育委員会や文

部科学省のホームページを訪問したりしよう。 

※まず個人で考えて、考えたことをメンバーに発表し合い、チームで整理してください。 

 

(3)  理想の学校を簡単に構想してみる   >>04-3-どのような学校を構想しますか 

もし自分がもう一度小学校の生活をするとしたら、あるいは将来自分が結婚して子ども

ができたとき，その子どもを入学させたい学校をイメージしながら個人で構想してみよう．  

 

 

 

学校教育の課題 4 週 

次回は模造紙で発表する準備をします。模造紙と付箋紙を各

チーム 1枚ずつこちらでご用意します。模造紙を装飾したい

チームは、色ペンなどを分担してご用意ください。 

次回持参してください 

今週の目標：  

・学校を組織とみなしたとき、そこでの学習する意味について考える 

・学校が当面している課題を考え、理想の学校を構想する準備をする 

・自分たちの経験と調べたことを利用して学校の簡単な構想案をたてる 



 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このページは白紙です 
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学校は子どもだけでなく、教師、管理者，校務員、教育委員会、保護者など、さまざま

な人の集まりとして組織されています。そのような組織を運用するにあたって組織をどの

ような構造として意識するかが重要です。そこでもっとも典型的なピラミッド型、フラッ

ト型、ネットワーク型の組織について、人々はどのように学習するかを簡単にみてみよう。 

 

ピラミッド型と逆ピラミッド型 
従来の上意下達型の組織、つまり中央集権的な組織がピラミッド型であり、ボトムアッ

プ方式がとられているのが逆ピラミッド型の構造です。 

    (a)ピラミッド型の組織          (b)逆ピラミッド型の組織 

 

組織に参加している人が上記(a)のような意識をもって組織を運営したり参加したりし

ているとき、これをピラミッド型と呼んでいます。現実にはこのような組織は存在しない

のですが、なかにはこのような意識をもって行動している人もいます。ピラミッド型の意

識をもっていると、お互いに学習するということは少なく、上に位置している人が下に位

置している人に指示するというイメージで行動します。一方、下に位置すると意識してい

る人は、上からの指示を待つ気持ちが強いので、自分から積極的に動こうとはしません。

とくにわが国では、学校教育の整備が国家主導で進められてきた歴史的な経緯もあって、

ピラミッド型の組織の意識はいまなお根強く残っています。指示待ち教師も多いのです． 

安定した社会ではピラミッド型の組織が効率的だったのですが、このような組織観では、

外部の変化に対応することができず、組織としてもうまく機能しないことが多いです。こ

のような組織を改革するために現在では規制緩和が叫ばれ、学校が積極的に教育委員会に

提案すること、さらには保護者や地域住民が学校教育に積極的に参加することなど、トッ

プダウンでのピラミッド型の組織観を改革する試みがなされています。 

 

もう一つの組織として(b)逆ピラミッド型が提案されています。教育委員会が教員のさま

ざまな活動を支援し、文部科学省が教育委員会の意向を尊重してその提案を歓迎するとい

った試みもあります。逆ピラミッド型は、一見、民主的である印象を受けますが、組織と

しての意思決定に長い期間を要すること、責任体制が不明確になるという欠点もあります。 

文部 

科学省 

教育委員会 

校長・教頭 

学年主任・学級担任 

子ども、保護者、地域住民 

文部 

科学省 

教育委員会 

教頭・校長 

学級担任・学年主任 

子ども、保護者、地域住民 

学校は学習する組織 内容説明 
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フラット型 
最近の組織では、上下関係をできるだけなくして、それぞれの組織が独自の役割や機能

を果たしながら、お互いに平等な関係で協力することが目指されています。この場合に、

それぞれの組織である役所、学校、家庭などが組織の単位になり、その組織内ではメンバ

ーが平等な立場になり、また組織の間の関連も対等であると考えられているのですが、現

実には組織間の壁があり、他の組織に干渉したり介入したりすることを避けようとして、

かえって縦割り組織となって意志疎通が困難になることもあります。したがって、組織間

の連絡が重要になるので会議の回数が多くなったり、手続きが煩雑になったりすることが

あります。これはつぎのネットワーク型に移行する過渡的なものと考えるべきでしょう。 

 

 

ネットワーク型 
インターネットやイントラネットの普及にともなって、組織が大きく変化しようとして

います。これまではたとえば文部科学省の政策や、教育委員会の方針はピラミッド型のト

ップダウンで伝達されていたのに対して、インターネットの普及によって保護者はもちろ

ん一般市民でも情報を得ることができるようになりました。学校教育の関係が組織と組織

の関係から、組織と個人、個人と個人の関係が重要になってきています。 

 
このネットワーク型では、これまでもっとも離れていると考えられていた児童・生徒が

直接文部科学省のホームページにアクセスして情報を得ることもできます。文部科学省も

子どものためのホームページを設けるなどしてネットワーク化が急速に進展しています。

学びの共同体
．．．．．．

はこのようなネットワーク型の組織として実現しようとしていますし、学校

を学習する組織
．．．．．．

と考えて、命令
．．
と服従
．．．

あるいは不服従
．．．．．．．

という関係に代わってすべての人が

説得と納得
．．．．．

あるいは批判
．．．．．．

という合意の形成に関係することが期待されています。このよう

な組織では、すべての人が自分の機能について責任を負わなければなりません。 

文部 

科学省

教育 

委員会

校長 

教頭 

学年主任 

学級担任 

児童 

生徒 

地域 

住民 

保護者

校長・教頭 

学年主任 

学級担任

文部科学省 

教育委員会 

教育事務所

子ども 

保護者 

地域住民 
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チーム(    )  記入者氏名(          )  記入日:  月  日 

個人で考えた｢学校教育の課題｣をチームでまとめてみましょう。スペースが十分でな

いときは他の用紙に書いても構いません。 

 

(1) 学校が実際にどんな課題に当面しどのように取り組んでいるかをまとめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育の課題(ﾁｰﾑ) 考えよう 

？ 
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(1)を踏まえて、チームで構想する｢理想の学校｣はどのような問題に取り組む学校なの

かを決めましょう。また、解決するにはどのような条件が必要かを考えましょう。 そ

れがチームで構想する学校であり，他のチームに宣伝する学校の特徴となります。 
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チーム(    )  記入者氏名(          )  記入日:  月  日 

 

｢学校教育の課題(チーム)｣の(2)では、チームで構想する学校が、どのような問題を解

決するものなのかを決めました。では、それを解決するためには具体的にどのような

条件が必要でしょうか。以下の項目にしたがって考えてみましょう(項目は増やしてい

っても構いません)。スペースが十分でないときは他の用紙に書いても構いません。 

 

■ 学校名 (            )    

■ 校種(小学校、中高一貫校など) (        ) 

■ 主に取り組む学校教育の問題解決のテーマ 

 

 

 

 

■ 上記の問題を解決するために、あなたの学校にどのような特色を持たせますか？  

 

 

 

 

■ 学校の規模(児童生徒数・教員数・クラス数など)  

 

 

 

 

■ その他(              ) 

 

 

 

 

 

どのような学校を構想しますか(ﾁｰﾑ) 考えよう 

？ 
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■ 概要(イメージ) 
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